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その人の想いを汲む
３つのテクニック



３冊の本の紹介
認知症ケアの考え方と技術 第2版

六角僚子 医学書院ＩＳＢＮ978-4-260-02194-4 2400円＋税

バリデーション(認知症の人との超ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ法)

ナオミ･フェィル 筒井書房 ＩＳＢＮ4-88720-339-ｘ 2500円＋税

ユマニチュード入門
本田美和子、イブ･ジネスト、ロゼット･マルスコッティ

医学書院 ＩＳＢＮ978-4-260-02028-2 2000円＋税







その人は、 である事。

に寄り添い、
その人を で見て下さい。

、
｢その人の自己実現｣ができる様に

に努める事。



(客席で芝居を
観るが如く)

( 緩 和 ケ ア 的 )





“

”

※自己点検
外面的に同じような状況に見えても、人それぞれ育ってきた環境が違い、価値観も違う。

今、目の前にいる人は世界に一人しかいないと言う事を肝に銘じておかなければならない。
対人援助(お付き合い･ふれあい)がパターン化していないか。偏見や先入観にとらわれていないか。

自分のペースで話を進めていないか。
｢ 忙 し そ う で す ね ｣ と 思 わ れ て 又 は 、 言 わ れ て い な い か 。



( 訓 読 み : つ つ し む 動 詞 : 願 ･ ね が う 、 望 ･ の ぞ む )



【インクルージョン: inclusion】









対象は個々人、一人ひとり影響は違う
その環境疎外因子







話し手が聞き手に与える印象は
どんな要素で決まるのかを測定した結果

コミュニケーションにおいて
外見力(声･話し方･表情･視線などのノン

バーバルコミュニケーション)は強力な
ファクターになる可能性は大。
どんなに良い企画･アイデアでも
その声･話し方･表情が適切でな
ければ相手には好意的に受け入
れて貰いにくいと言える。









･デザインの抑制
･スペースの抑制 等‥







今日、

明日、

明後日、

３日後、

１週間後、

１月後、

３ヵ月後、

半年後、

１年後、

３年後、

５年後、

個性が強くなられても、

障がい(特性)を持たれても、

おじいちゃんになっても、

おばあちゃんになっても、

終末期に於いても、





今日、

明日、

明後日、

３日後、

１週間後、

１月後、

３ヵ月後、

半年後、

１年後、

３年後、

５年後、

個性が強くなられても、

障がい(特性)を持たれても、

おじいちゃんになっても、

おばあちゃんになっても、

終末期に於いても、





今日、

明日、

明後日、

３日後、

１週間後、

１月後、

３ヵ月後、

半年後、

１年後、

３年後、

５年後、

個性が強くなられ…

障がい(特性)を持…

おじいちゃんに…

おばあちゃんに…

終末期に於いても、







出典:介護支援専門員実務研修テキスト 六訂 Ｐ.２０８上段 出典:著者作成

正義、真利、有意義牲を求める

飢え、渇きなど

自分を必要としてほしい、
役に立ちたい、尊敬されたい

家族に愛されたい、友達と楽しく付き合いたい
他者と関わりたい

病気になりたくない、安心できる場所で生活したい
住まいや衣類など

美味しいものを食べたい、ゆっくり休みたい
お風呂でくつろぎたい

マズローの欲求の階層

マズローの欲求の５段階説



言語と非言語コミュケーションの

現在は、認知症の方



(Birdwhistell,1970)

対人コミュニケーションにおいて、

言葉(言語)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは
およそ35%そして

非言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝはおよそ約65%



アルバート･メラビアン
「コミュニケーションの三要素」

好意･反感などの態度や感情についての実験
感情や態度について

矛盾したメッセージが発せられたとき



｢7-38-55｣のルール
言語情報＝verbal音節ver・bal 発音記号/vˈɚːb(ə)l ･･････7％
1言葉の[に関する], 言葉から成る. 2話し言葉で表わした，口頭の (cf. written 1). 3文字どおりの，逐語的な.

聴覚情報＝vocal音節vo・cal 発音記号/vóʊk(ə)l｜vˈəʊ‐/. ･･･38％
1限定用法の形容詞 (比較なし)a声の，音声の[に関する]; 発声に必要な. b【音楽】 声楽の 2 a(比較なし)声で発する; 口頭の. b声を発す

る，発声力のある. 3《口語》a意見を自由に述べる，遠慮なく言う，能弁な.b叙述的用法の形容詞 〔+前+(代)名〕〔…に〕遠慮なく言っ

て，ずけずけ言って4(比較なし) 【音声】 有声音の; 母音(性)の

視覚情報＝visual音節vis・u・al 発音記号/víʒuəl, ‐ʒəl/･････55％
1a視覚の[による，に訴える].b限定用法の形容詞 【解剖】 視覚[視力]に関する. 2【空・海】 (レーダー・計器によらない)有視界の.

頭文字を取って｢3Vの法則｣
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伝えると言う視点

話の内容などの言語情報が7%
口調や話の早さなどの聴覚情報が38%
見た目などの視覚情報が55%の割合

伝わると言う視点

35
％

7％



バリーデーションケア

ある利用者
：不安から恐怖におびえられ、自分を見失った利用者

先輩介護士
：一生懸命に話しかけられるが、落ち着かれない。

新人介護士
：如何して良いのか解らず泣きじゃくってしまった。

・・・その結末は？



新人介護士が
泣きじゃくった結末は？
利用者は何時の間にか、新人介護士を
･･･頭をなでて言葉をかけされておられる？

･･･その言葉をよく聞くと･･･

利 用 者 は慰めておられました。





「オートフィードバック」
今行っている介護の行為を、
そ の ま ま を 言 葉 に し て
実況するという方法です。





【インクルージョン: inclusion】



途切れなくご本人を観る。





想いを汲む事

オモイのボータレスを共感と言う

思いを知る(自己覚知)





共に同じ想い感じ･響き会う。
➡喜び・安らぎへ向かう

静止の状態：共鳴する･喜び合う･
同じ感覚を得る･共に日向ぼっこ
をする等



・個性を認める。
・先ずは心の動きを止めない。
・次に行動を妨げない。
・その人の言葉や行動を尊重する。



・｢ その人 ｣ の生まれ (時代・場所)
育 ち 、 エ ピ ソ ー ド 記 憶 を
どれだけご存知でしょうか？



その人のあり様
｢個人因子｣とは、生活機能に対して内的な影響を与え

るものと定義、その人固有の特徴。これは非常に多様
である。年齢･性別･民族･生活歴(職業礫・学歴・家族歴など

など)･価値観･ライフスタイル･コーピングストラテジー
(困難に対処し解決する方法･方針)等などである。

今や、利用者･患者などそれぞれの個性を尊重しなけ
ればならないということが、福祉でも医療でも強調さ
れている。

1.個人因子①



我々のサービスは画一的なものであってはならない、
一人ひとりのニーズの個別性にたった、個性を尊重し
たものでなければいけない、と言われている。その個
性を把握する上で非常に大事なのがこの「個人因子」
であると思われる。
「個人因子」は生活機能の３つのレベルに様々な影響
を与えるし、生活機能からも影響を受ける。
特に生活歴、価値観、ライフスタイルは、「どのよう
な生活・人生（活動・参加）を築いていくか」という
目標の選択・決定に大きく影響する。

1.個人因子②



利用者は微笑んでおられますか？





｢みんなが皆の存
在｣認め合うサン
クチャリー(圏域)
を共生の里では
｢みんなのひろば｣
と呼んでいます。



聖徳太子のスタンス
自分は聖人では無いし、
つい、相手を愚人だと
思いがちであれども、
相手は愚人でもない。

私は聖人でもなく
只の凡人にすぎない。



永原マツヨ先生のスタンス
永原学園の教育理念を象徴する
｢あすなろう｣あすなろ(翌檜)とは、

｢明日はひのき(檜)になろう｣の意
常に前向きに、ひたむきに向上
する、努力精励の精神が創立者
の理念として貫かれています。

＊精励(せいれい)とは、
つとめはげむ事。仕事に精を出す事。

創設者 初代学長
永原マツヨ
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